
(57)【要約】

【課題】油圧ショベルのアーム先端部に連結されたブレ

ーカ等のアタッチメントを適切な作業姿勢に簡単に姿勢

調整することができるようにしたアタッチメント装置を

提供することである。

【解決手段】油圧ショベルＡのアーム２の先端部にアー

ムピン１０を介してブレーカＢを揺動自在に連結し、そ

のブレーカＢがアーム２の先端部に吊り下げ支持される

状態で、ブレーカＢの重心を通る鉛直線上に前記アーム

ピン１０をほぼ一致させる。アームピン１０を中心にブ

レーカＢを揺動させるバケットシリンダ９の油圧回路中

に、バケットシリンダ９を負荷状態と無負荷状態とに切

換える切換えバルブを組込み、その切換えバルブの操作

によりバケットシリンダ９を無負荷状態とすることによ

ってブレーカＢがアームピン１０を中心に揺動して適切

な姿勢状態となるようにする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
建 設 機 械 に お け る ア ー ム の 先 端 部 に 土 木 作 業 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 揺 動 自 在 に 取 付 け 、 そ の
ア タ ッ チ メ ン ト を 揺 動 用 シ リ ン ダ の 伸 縮 に よ っ て ア ー ム に 対 す る 連 結 位 置 を 中 心 に 揺 動 さ
せ る よ う に し た 建 設 機 械 に お け る ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 に お い て 、 前 記 揺 動 用 シ リ ン ダ を 伸
縮 さ せ る 油 圧 回 路 中 に 、 そ の 揺 動 用 シ リ ン ダ を 負 荷 状 態 と 無 負 荷 状 態 と に 選 択 的 に 切 換 え
る 切 換 え バ ル ブ を 組 込 み 、 前 記 ア ー ム に 対 す る ア タ ッ チ メ ン ト の 連 結 位 置 を ア タ ッ チ メ ン
ト の 作 用 点 と ア タ ッ チ メ ン ト の 重 心 を 結 ぶ 直 線 上 に ほ ぼ 一 致 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 建 設
機 械 に お け る ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 切 換 え バ ル ブ の Ａ ポ ー ト と 揺 動 用 シ リ ン ダ の ピ ス ト ン 前 室 を 連 通 す る 第 １ 油 路 お よ び
切 換 え バ ル ブ の Ｂ ポ ー ト と 揺 動 用 シ リ ン ダ の ピ ス ト ン 後 室 と を 連 通 す る 第 ２ 油 路 の そ れ ぞ
れ に 絞 り を 設 け た 請 求 項 １ に 記 載 の 建 設 機 械 に お け る ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 油 圧 シ ョ ベ ル 等 の 建 設 機 械 に お け る ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 に 関 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
油 圧 シ ョ ベ ル 等 の 建 設 機 械 に お け る ア ー ム 先 端 部 に 取 付 け て 各 種 の 土 木 作 業 を 行 う ア タ ッ
チ メ ン ト と し て 、 ア ス フ ァ ル ト 路 面 等 の 被 破 砕 物 を 破 砕 す る ブ レ ー カ や 地 面 や 法 面 の 締 め
固 め を 行 う 転 圧 機 等 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ６ は 、 建 設 機 械 と し て の 油 圧 シ ョ ベ ル Ａ に ア タ ッ チ メ ン ト と し て の ブ レ ー カ Ｂ １ 　 を 取
付 け た ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ こ で 、 油 圧 シ ョ ベ ル Ａ は 、 ブ ー ム １ お よ び ア ー ム ２ を 有 し 、 前 記 ブ ー ム １ は ブ ー ム シ リ
ン ダ ３ の 伸 縮 に よ っ て 車 体 ４ 上 の ピ ン ５ を 中 心 に 揺 動 さ れ る 。 ま た 、 ア ー ム ２ は そ の 後 端
部 が ブ ー ム １ の 先 端 部 に ピ ン ６ を 介 し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ 、 ア ー ム シ リ ン ダ ７ の 伸 縮 に
よ っ て 前 記 ピ ン ６ を 中 心 に 揺 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ア ー ム ２ の 先 端 部 に は 二 接 リ ン ク ８ の 一 端 部 が 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ 、 そ の 二 接 リ ン ク ８ の
中 央 部 に 揺 動 用 シ リ ン ダ と し て の バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ の 一 端 部 が 連 結 さ れ 、 そ の バ ケ ッ ト
シ リ ン ダ ９ の 他 端 部 が ア ー ム ２ の 後 端 部 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ブ レ ー カ Ｂ １ 　 は 、 シ リ ン ダ ６ ０ と 、 そ の シ リ ン ダ ６ ０ の 先 端 部 に 装 着 さ れ て 軸 方 向 に 移
動 可 能 な チ ゼ ル ６ １ と 、 前 記 シ リ ン ダ ６ ０ を 支 持 す る ブ ラ ケ ッ ト ６ ２ を 有 し て い る 。 ブ ラ
ケ ッ ト ６ ２ は ２ 枚 の 側 枠 ６ ２ ａ を 有 し 、 各 側 枠 ６ ２ ａ の 上 部 が ア ー ム ピ ン １ ０ お よ び バ ケ
ッ ト ピ ン １ １ を 介 し て 、 ア ー ム ２ の 先 端 部 お よ び 二 接 リ ン ク ８ の 他 端 部 に 連 結 さ れ て お り
、 前 記 ア ー ム ピ ン １ ０ は 、 ブ レ ー カ Ｂ １ 　 の シ リ ン ダ ６ ０ お よ び チ ゼ ル ６ １ の 軸 心 延 長 線
よ り 一 側 方 に 片 寄 っ た 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 の 構 成 か ら 成 る ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 に お い て は 、 ブ ー ム シ リ ン ダ ３ 、 ア ー ム シ リ ン ダ
７ お よ び バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ を 同 時 に 操 作 し て 、 チ ゼ ル ６ １ の 軸 心 が 被 破 砕 物 に 対 し て 垂
直 と な る よ う ブ レ ー カ Ｂ １ 　 の 姿 勢 を 調 整 し 、 チ ゼ ル ６ １ の 先 端 を 被 破 砕 物 に 押 し 付 け た
状 態 で 、 シ リ ン ダ ６ ０ 内 に 組 込 ま れ た 摺 動 可 能 な ピ ス ト ン を 上 下 動 さ せ 、 そ の ピ ス ト ン の
下 降 時 に チ ゼ ル ６ １ を 打 撃 し て 被 破 砕 物 を 破 砕 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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と こ ろ で 、 油 圧 シ ョ ベ ル Ａ を 用 い る 破 砕 作 業 に お い て 、 ブ レ ー カ Ｂ １ 　 に よ る 破 砕 位 置 が
油 圧 シ ョ ベ ル Ａ の 操 作 室 か ら 離 れ て い る た め 、 ブ ー ム シ リ ン ダ ３ 、 ア ー ム シ リ ン ダ ７ お よ
び バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ の 同 時 操 作 に よ っ て 被 破 砕 物 に 先 端 を 押 し 付 け た チ ゼ ル ６ １ を 垂 直
状 態 に 保 持 す る と 共 に 、 そ の チ ゼ ル ６ １ の 軸 心 に シ リ ン ダ ６ ０ の 軸 心 が 一 致 す る よ う シ リ
ン ダ ６ ０ の 姿 勢 を 制 御 す る こ と は き わ め て 困 難 で あ り 、 チ ゼ ル ６ １ と シ リ ン ダ ６ ０ の 相 互
間 に 傾 き が 生 じ て い る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 場 合 、 チ ゼ ル に 付 与 さ れ る 打 撃 力 は シ リ ン ダ と チ ゼ ル の 接 触 部 に 負 荷 さ れ る た め 、 被
破 砕 物 に 大 き な 衝 撃 力 を 負 荷 す る こ と が で き ず 、 被 破 砕 率 を 低 下 さ せ る と い う 問 題 が 生 じ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 チ ゼ ル の 打 撃 時 に 、 チ ゼ ル に 曲 げ 応 力 が 作 用 し 、 そ の 曲 げ 応 力 に よ っ て チ ゼ ル に 曲
が り が 生 じ た り 、 折 損 し た り す る と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 シ リ ン ダ ６ ０ 内 に は チ ゼ ル ６ １ を 摺 動 自 在 に 支 持 す る ブ ッ シ ュ が 組 み 込 ま れ て お
り 、 そ の ブ ッ シ ュ と チ ゼ ル の 接 触 部 に 偏 摩 耗 が 生 じ た り 、 接 触 部 に お い て 焼 付 き が 生 じ た
り す る と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 油 圧 シ ョ ベ ル Ａ の ア ー ム ２ の 先 端 部 に 地 面 の 締 め 固 め を 行 う 転 圧 機 を 取 付 け た ア タ
ッ チ メ ン ト 装 置 に お い て は 、 そ の 転 圧 機 の 転 圧 板 を 地 面 に 対 し て 面 接 触 す る 状 態 に 転 圧 機
の 姿 勢 を 調 整 す る こ と が 困 難 で あ っ て 、 地 面 に 対 し て 転 圧 板 が 傾 く こ と が 多 く 、 転 圧 板 の
全 面 で 地 面 を 転 圧 す る こ と が で き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 発 明 の 課 題 は 、 ブ レ ー カ や 転 圧 機 等 の 土 木 作 業 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 適 切 な 作 業 姿 勢 に
簡 単 に 短 時 間 で 姿 勢 調 整 す る こ と が で き る よ う に し て 、 作 業 時 に ア タ ッ チ メ ン ト の 連 結 部
等 に 過 大 な 負 荷 が か か ら な い よ う に し た 建 設 機 械 に お け る ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 に お い て は 、 建 設 機 械 に お け る ア ー ム の 先 端 部 に
土 木 作 業 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 揺 動 自 在 に 取 付 け 、 そ の ア タ ッ チ メ ン ト を 揺 動 用 シ リ ン ダ の
伸 縮 に よ っ て ア ー ム に 対 す る 連 結 位 置 を 中 心 に 揺 動 さ せ る よ う に し た 建 設 機 械 に お け る ア
タ ッ チ メ ン ト 装 置 に お い て 、 前 記 揺 動 用 シ リ ン ダ を 伸 縮 さ せ る 油 圧 回 路 中 に 、 そ の 揺 動 用
シ リ ン ダ を 負 荷 状 態 と 無 負 荷 状 態 と に 選 択 的 に 切 換 え る 切 換 え バ ル ブ を 組 込 み 、 前 記 ア ー
ム に 対 す る ア タ ッ チ メ ン ト の 連 結 位 置 を ア タ ッ チ メ ン ト の 作 用 点 と ア タ ッ チ メ ン ト の 重 心
を 結 ぶ 直 線 上 に ほ ぼ 一 致 さ せ た 構 成 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ こ で 、 ア タ ッ チ メ ン ト は シ リ ン ダ の 先 端 部 に 装 着 さ れ て 軸 方 向 に 移 動 可 能 な チ ゼ ル に よ
っ て 被 破 砕 物 を 破 砕 す る ブ レ ー カ で あ っ て も よ く 、 あ る い は 、 ケ ー シ ン グ 内 に 組 込 ま れ た
振 動 発 生 装 置 に よ っ て 前 記 ケ ー シ ン グ の 下 部 に 取 付 け ら れ た 転 圧 板 を 振 動 さ せ る よ う に し
た 転 圧 機 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 杭 の 上 部 を 保 持 す る ホ ル ダ に 上 下 方 向 の 振 動 を 与 え る よ
う に し た 杭 打 ち 機 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ れ ら の 各 種 の ア タ ッ チ メ ン ト の 作 用 点 と は 、 ア タ ッ チ メ ン ト が ブ レ ー カ の 場 合 は 、 チ ゼ
ル の 先 端 を い い 、 転 圧 機 の 場 合 は 転 圧 板 の 中 央 を い う 。 ま た 、 杭 打 ち 機 の 場 合 は 杭 の 連 結
位 置 を い う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
い ま 、 例 え ば 、 建 設 機 械 の ア ー ム 先 端 部 に ア タ ッ チ メ ン ト と し て の ブ レ ー カ を 取 付 け た 場
合 に お い て 、 切 換 え バ ル ブ の 操 作 に よ っ て 揺 動 用 シ リ ン ダ を 無 負 荷 状 態 に 切 換 え る と 、 ブ
レ ー カ は ア ー ム に 対 す る 連 結 位 置 を 通 る 鉛 直 線 上 に 重 心 が 配 置 さ れ る 位 置 ま で 揺 動 し 、 ブ
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レ ー カ の シ リ ン ダ お よ び チ ゼ ル は そ の 軸 心 が 上 記 鉛 直 線 と 一 致 す る 状 態 に 保 持 さ れ る 。 そ
こ で 、 ア ー ム の 揺 動 等 に よ り ブ レ ー カ を 下 降 さ せ て チ ゼ ル の 先 端 を 被 破 砕 物 に 当 接 さ せ 、
そ の 当 接 後 に 、 切 換 え バ ル ブ の 操 作 に よ っ て 揺 動 用 シ リ ン ダ を 負 荷 状 態 に 切 換 え る こ と に
よ っ て 、 ブ レ ー カ の シ リ ン ダ お よ び チ ゼ ル は 被 破 砕 物 に 直 交 す る 垂 直 状 態 に 保 持 さ れ 、 チ
ゼ ル に 軸 方 向 の 打 撃 力 を 付 与 す る こ と が で き る 適 切 な 作 業 姿 勢 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 チ ゼ ル を 打 撃 し 、 そ の チ ゼ ル が 被 破 砕 物 内 に 侵 入 し て 、 チ ゼ ル の 姿 勢 が 安 定 す る 状
態 で 揺 動 用 シ リ ン ダ を 無 負 荷 状 態 に 切 り 換 え る と 、 建 設 機 械 の ブ ー ム や ア ー ム を 動 か し て
も 、 ブ レ ー カ の シ リ ン ダ は 、 そ の 軸 心 が チ ゼ ル の 軸 心 に 一 致 す る 状 態 に 常 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の た め 、 ピ ス ト ン の 往 復 動 に よ っ て チ ゼ ル を 常 に 軸 方 向 に 打 撃 す る こ と が で き 、 被 破 砕
物 を 効 率 よ く 破 砕 す る こ と が で き る と 共 に 、 チ ゼ ル に 曲 げ 応 力 が 付 与 さ れ る こ と も な い た
め 、 チ ゼ ル が 折 れ 曲 が っ た り 、 折 損 し た り す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 発 明 に か か る 建 設 機 械 に お け る ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 に お い て 、 前 記 切 換 え バ ル ブ の Ａ
ポ ー ト と 揺 動 用 シ リ ン ダ の ピ ス ト ン 前 室 を 連 通 す る 第 １ 油 路 お よ び 切 換 え バ ル ブ の Ｂ ポ ー
ト と 揺 動 用 シ リ ン ダ の ピ ス ト ン 後 室 と を 連 通 す る 第 ２ 油 路 の そ れ ぞ れ に 絞 り を 設 け る こ と
に よ っ て 、 揺 動 用 シ リ ン ダ の 無 負 荷 状 態 へ の 切 換 え 時 に 、 揺 動 用 シ リ ン ダ の ピ ス ト ン 前 室
の 圧 油 お よ び ピ ス ト ン 後 室 の 圧 油 は 絞 り に よ り 流 量 が 絞 ら れ て タ ン ク に 戻 さ れ る た め 、 ブ
レ ー カ 等 の ア タ ッ チ メ ン ト が 鉛 直 状 態 に 急 激 に 戻 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の
た め 、 ア タ ッ チ メ ン ト が 鉛 直 状 態 に 戻 さ れ る 途 中 に そ の ア タ ッ チ メ ン ト が 障 害 物 に 当 接 し
て も 衝 撃 力 は 弱 く 、 ア ー ム と ア タ ッ チ メ ン ト の 連 結 部 等 に 過 大 な 負 荷 が か か る の を 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ 乃 至 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 こ の 発 明 に 係
る ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 示 の よ う に 、 ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 は 、
建 設 機 械 と し て の 油 圧 シ ョ ベ ル Ａ と 、 ア タ ッ チ メ ン ト と し て の ブ レ ー カ Ｂ と か ら 成 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ こ で 、 油 圧 シ ョ ベ ル Ａ は 、 図 ６ に 示 す 油 圧 シ ョ ベ ル Ａ と 同 一 で あ る た め 、 同 一 の 部 品 に
同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ （ Ｉ ） 、 （ Ｉ Ｉ ） に 示 す よ う に 、 ブ レ ー カ Ｂ は ブ ラ ケ ッ ト ２ ０ と 、 そ の ブ ラ ケ ッ ト ２
０ に 支 持 さ れ た シ リ ン ダ ３ ０ を 有 し て い る 。 ブ ラ ケ ッ ト ２ ０ は ２ 枚 の 側 枠 ２ １ を 有 し 、 各
側 枠 ２ １ の 上 部 に は ２ 個 の ピ ン 孔 ２ ２ 、 ２ ３ が 設 け ら れ 、 一 方 の ピ ン 孔 ２ ２ に 挿 入 さ れ た
ア ー ム ピ ン １ ０ を 介 し て ア ー ム １ ０ の 先 端 部 に 各 側 枠 ２ １ の 上 部 が 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ て
い る 。 ま た 、 他 方 の ピ ン 孔 ２ ３ に 挿 入 さ れ た バ ケ ッ ト ピ ン １ １ を 介 し て 二 接 リ ン ク ８ の 他
端 部 に 各 側 枠 ２ １ の 上 部 が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
シ リ ン ダ ３ ０ の 先 端 部 に は チ ゼ ル ３ １ が 装 着 さ れ て い る 。 チ ゼ ル ３ １ は 軸 方 向 に 移 動 可 能
と さ れ て い る 。 シ リ ン ダ ３ ０ の 内 部 に は 図 で は 省 略 し た が ピ ス ト ン が 摺 動 自 在 に 組 込 ま れ
、 そ の ピ ス ト ン は シ リ ン ダ 内 に 供 給 さ れ る 油 圧 に よ っ て 昇 降 動 さ れ 、 下 降 時 に チ ゼ ル ３ １
の 上 端 を 打 撃 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 の 構 成 か ら 成 る ブ レ ー カ Ｂ の 重 心 は 、 チ ゼ ル ３ １ の ほ ぼ 軸 心 延 長 線 上 に 配 置 さ れ て い
る 。 ま た 、 チ ゼ ル ３ １ の 軸 心 延 長 線 と ほ ぼ 一 致 す る 位 置 に ブ ラ ケ ッ ト Ｂ の 揺 動 中 心 と な る
ア ー ム ピ ン １ ０ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ３ は 、 油 圧 シ ョ ベ ル Ａ の バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ を 作 動 さ せ る 油 圧 回 路 を 示 す 。 油 圧 ポ ン プ
４ ０ の 吐 出 口 に 接 続 さ れ た 給 油 通 路 ４ １ は ４ ポ ー ト ３ 位 置 切 換 弁 か ら 成 る 操 作 バ ル ブ ４ ２
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の Ｐ ポ ー ト に 接 続 さ れ 、 そ の 操 作 バ ル ブ ４ ２ の Ｔ ポ ー ト は 排 油 通 路 ４ ３ を 介 し て タ ン ク ４
４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
操 作 バ ル ブ ４ ２ の Ａ ポ ー ト は 第 １ 通 路 ４ ５ を 介 し て バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ の ピ ス ト ン 前 室 ９
ａ に 接 続 さ れ 、 ま た 、 操 作 バ ル ブ ４ ２ の Ｂ ポ ー ト は 第 ２ 通 路 ４ ６ を 介 し て バ ケ ッ ト シ リ ン
ダ ９ の ピ ス ト ン 後 室 ９ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 操 作 バ ル ブ ４ ２ は 、 油 圧 シ ョ ベ ル Ａ の 操 作 室 に 設 け ら れ た バ ケ ッ ト 操 作 レ バ ー ４ ７ の
操 作 に よ っ て 切 換 え ら れ る 。 こ こ で 、 バ ケ ッ ト 操 作 レ バ ー ４ ７ の 操 作 に よ っ て 操 作 バ ル ブ
４ ２ の 第 １ パ イ ロ ッ ト ポ ー ト Ｐ １ 　 に パ イ ロ ッ ト 圧 を 供 給 す る と 、 油 圧 ポ ン プ ４ ０ か ら の
圧 油 は バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ の ピ ス ト ン 前 室 ９ ａ に 供 給 さ れ て バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ が 収 縮 す
る 。 一 方 、 バ ケ ッ ト 操 作 レ バ ー ４ ７ の 操 作 に よ っ て 操 作 バ ル ブ ４ ２ の 第 ２ パ イ ロ ッ ト ポ ー
ト Ｐ ２ 　 に パ イ ロ ッ ト 圧 を 供 給 す る と 、 油 圧 ポ ン プ ４ ０ か ら の 圧 油 は バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９
の ピ ス ト ン 後 室 ９ ｂ に 供 給 さ れ 、 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ が 伸 長 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
第 １ 通 路 ４ ５ か ら 分 岐 さ れ た 第 １ 油 路 ４ ８ ａ お よ び 第 ２ 通 路 ４ ６ か ら 分 岐 さ れ た 第 ２ 油 路
４ ８ ｂ は 、 切 換 え バ ル ブ ４ ９ の Ａ ポ ー ト お よ び Ｂ ポ ー ト に 接 続 さ れ 、 そ の 切 換 え バ ル ブ ４
９ の Ｔ ポ ー ト に 接 続 さ れ た 第 ３ 油 路 ４ ８ ｃ は 前 記 排 油 通 路 ４ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
第 １ 油 路 ４ ８ ａ に は チ ェ ッ ク バ ル ブ Ｖ １ 　 と 可 変 絞 り Ｖ ２ 　 と が 並 列 に 組 込 ま れ 、 ま た 、
第 ２ 油 路 ４ ８ ｂ に も チ ェ ッ ク バ ル ブ Ｖ ３ 　 と 可 変 絞 り Ｖ ４ 　 と が 並 列 に 組 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
切 換 え バ ル ブ ４ ９ は ソ レ ノ イ ド ４ ９ ａ に よ っ て 切 換 え ら れ 、 そ の ソ レ ノ イ ド ４ ９ ａ を 励 磁
す る と 、 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ の ピ ス ト ン 前 室 ９ ａ お よ び ピ ス ト ン 後 室 ９ ｂ が 排 油 通 路 ４ ３
を 介 し て タ ン ク ４ ４ に 連 通 し 、 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ は 無 負 荷 状 態 と さ れ る 。 ま た 、 ソ レ ノ
イ ド ４ ９ ａ の 励 磁 を 解 除 す る と 、 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ は 負 荷 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 切 換 え バ ル ブ ４ ９ は マ ニ ュ ア ル 操 作 型 の も の で あ っ て も よ く 、 あ る い は 、 操 作 バ ル
ブ ４ ２ と 同 様 に 、 パ イ ロ ッ ト 圧 に よ っ て 切 換 え る パ イ ロ ッ ト 圧 切 換 型 の も の で あ っ て も よ
い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
第 １ の 実 施 形 態 で 示 す ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 は 上 記 の 構 造 か ら 成 り 、 図 ４ は 、 図 １ に 示 す ブ
ー ム シ リ ン ダ ３ お よ び ア ー ム シ リ ン ダ ７ の 操 作 に よ り ブ ー ム １ お よ び ア ー ム ２ を 揺 動 さ せ
て 、 ア ー ム ２ の 先 端 を 下 向 き と し 、 そ の ア ー ム ２ の 先 端 部 に 連 結 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ２ ０ を
被 破 砕 物 Ｗ の 上 方 に 配 置 さ せ た 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
被 破 砕 物 Ｗ の 破 砕 に 際 し て は 、 図 １ に 示 す 油 圧 シ ョ ベ ル Ａ の ブ ー ム １ お よ び ア ー ム ２ を 揺
動 さ せ て 図 ４ に 示 す よ う に 、 被 破 砕 物 Ｗ の 上 方 に ブ レ ー カ Ｂ を 配 置 し た の ち 、 図 ３ に 示 す
切 換 え バ ル ブ ４ ９ の ソ レ ノ イ ド ４ ９ ａ に 通 電 し て 励 磁 状 態 と し 、 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ を 、
そ の ピ ス ト ン 前 室 ９ ａ お よ び ピ ス ト ン 後 室 ９ ｂ が タ ン ク ４ ４ に 連 通 す る 無 負 荷 状 態 に 切 換
え る 。 そ の 切 換 え に よ っ て 、 バ ケ ッ ト ピ ン １ １ の 拘 束 が な く な り 、 ブ レ ー カ Ｂ に 、 ア ー ム
ピ ン １ ０ を 中 心 と す る 反 時 計 方 向 の モ ー メ ン ト が 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の た め 、 ブ レ ー カ Ｂ は ア ー ム ピ ン １ ０ を 中 心 に 揺 動 し 、 そ の ブ レ ー カ Ｂ の 重 心 が ア ー ム
ピ ン １ ０ を 通 る 鉛 直 線 上 に 配 置 さ れ る と 、 ブ レ ー カ Ｂ が 停 止 し 、 図 ４ の 鎖 線 （ イ ） で 示 す
よ う に 、 ブ レ ー カ Ｂ の シ リ ン ダ ３ ０ お よ び チ ゼ ル ３ １ は 上 記 ア ー ム ピ ン １ ０ を 通 る 鉛 直 線
上 に 軸 心 が 一 致 す る 状 態 と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ こ で 、 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ の 無 負 荷 状 態 へ の 切 換 え に よ っ て ブ レ ー カ Ｂ が 鉛 直 状 態 に 戻
さ れ る と き 、 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ の ピ ス ト ン 前 室 ９ ａ お よ び ピ ス ト ン 後 室 ９ ｂ の 圧 油 は 可
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変 絞 り Ｖ ２ 　 、 Ｖ ４ 　 に よ り 流 量 が 絞 り 込 ま れ て タ ン ク ４ ４ に 戻 さ れ る た め 、 ブ レ ー カ Ｂ
は 鉛 直 方 向 に ゆ っ く り 揺 動 す る 。 こ の た め 、 そ の 揺 動 途 中 に ブ レ ー カ Ｂ が 障 害 物 に 衝 突 し
て も 衝 突 力 は 弱 く 、 ア ー ム ピ ン １ ０ 等 に 過 大 な 負 荷 が か か る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ブ レ ー カ Ｂ の シ リ ン ダ ３ ０ お よ び チ ゼ ル ３ １ が 鉛 直 状 態 と さ れ た 状 態 で ブ ー ム シ リ ン ダ ３
を 操 作 し て ブ ー ム １ を 下 向 き に 揺 動 さ せ る と 、 チ ゼ ル ３ １ の 先 端 が 被 破 砕 物 Ｗ に 押 し 付 け
ら れ 、 そ の 押 し 付 け 状 態 で 切 換 え バ ル ブ ４ ９ を 操 作 し て バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ を 負 荷 状 態 に
切 り 換 え る と 、 ブ レ ー カ Ｂ の シ リ ン ダ ３ ０ は チ ゼ ル ３ １ の 軸 心 に ほ ぼ 一 致 す る 状 態 に 固 定
さ れ 、 ブ レ ー カ Ｂ は 被 破 砕 物 Ｗ を 破 砕 す る 適 切 な 姿 勢 と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
シ リ ン ダ ３ ０ の 固 定 後 、 チ ゼ ル ３ １ を 押 し 付 け 状 態 に 保 持 し て 、 ブ レ ー カ Ｂ の シ リ ン ダ ３
０ 内 に 組 み 込 ま れ た 図 示 省 略 の ピ ス ト ン を シ リ ン ダ ３ ０ 内 に 供 給 さ れ る 油 圧 に よ っ て 往 復
動 さ せ る と 、 ピ ス ト ン の 下 降 時 に チ ゼ ル ３ １ が 打 撃 さ れ る 。 こ の 場 合 、 チ ゼ ル ３ １ と シ リ
ン ダ ３ ０ と は ほ ぼ 同 軸 上 に 配 置 さ れ て い る た め 、 チ ゼ ル ３ １ は 軸 方 向 に 打 撃 さ れ 、 チ ゼ ル
３ １ に 曲 げ 応 力 が 作 用 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 の よ う に 、 チ ゼ ル ３ １ を ピ ス ト ン に よ っ て 打 撃 す る こ と に よ り 、 チ ゼ ル ３ １ は 被 破 砕
物 Ｗ に 打 ち 込 ま れ 、 そ の 打 ち 込 み に よ っ て 被 破 砕 物 Ｗ は 破 砕 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ こ で 、 チ ゼ ル ３ １ が 被 破 砕 物 Ｗ に 侵 入 し た に も 拘 わ ら ず 被 破 砕 物 Ｗ が 破 砕 せ ず 、 チ ゼ ル
３ １ が 安 定 し た 状 態 に 保 持 さ れ る と 、 切 換 え バ ル ブ ４ ９ を 操 作 し て バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ を
無 負 荷 状 態 に 切 換 え 、 そ の 切 換 え 後 に ブ レ ー カ Ｂ の シ リ ン ダ ３ ０ 内 に 組 み 込 ま れ た ピ ス ト
ン を 往 復 動 さ せ て チ ゼ ル ３ １ を 繰 り 返 し 打 撃 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の と き 、 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ は 無 負 荷 状 態 で あ る た め 、 ブ ー ム シ リ ン ダ ３ に 付 与 さ れ る
油 圧 に よ り ブ ー ム １ お よ び ア ー ム ３ が ア ー ム ピ ン １ ０ を 中 心 に 揺 動 し て も 、 ブ レ ー カ Ｂ の
シ リ ン ダ ３ ０ は チ ゼ ル ３ １ と 同 軸 上 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の た め 、 ブ レ ー カ Ｂ の シ リ ン ダ ３ ０ 内 に 組 み 込 ま れ た ピ ス ト ン の 往 復 動 に よ っ て チ ゼ ル
３ １ は 常 に 軸 方 向 に 打 撃 さ れ る こ と に な り 、 被 破 砕 物 Ｗ に 対 し て 効 果 的 に 衝 撃 力 を 付 与 す
る こ と が で き 、 被 破 砕 物 Ｗ を 能 率 よ く 破 砕 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 シ リ ン ダ ３ ０ と チ ゼ ル ３ １ と が 相 対 的 に 角 度 を と る こ と が な い た め 、 チ ゼ ル ３ １ に
曲 げ 応 力 が 作 用 す る こ と は な く 、 チ ゼ ル ３ １ の 折 れ 曲 が り や 折 損 を 防 止 す る こ と が で き る
と 共 に 、 チ ゼ ル ３ １ と シ リ ン ダ ３ ０ の 摺 動 面 に 偏 摩 耗 が 生 じ る の を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
な お 、 岩 盤 や 切 羽 の 切 削 な ど 、 被 破 砕 物 Ｗ の 形 状 や 破 砕 位 置 に よ り ブ レ ー カ Ｂ を 水 平 方 向
や 斜 め に 傾 け て 使 用 す る 場 合 が あ る 。 こ の と き は 、 先 ず 、 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ を 負 荷 状 態
と し て ブ レ ー カ Ｂ の 動 き を 拘 束 し た ま ま で 被 破 砕 物 Ｗ を 打 撃 し 、 チ ゼ ル ３ １ の 先 端 が 被 破
砕 物 Ｗ に 少 し 侵 入 し た と き に バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ を 無 負 荷 状 態 に 切 換 え て 打 撃 作 用 を 継 続
す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ５ は 、 こ の 発 明 に 係 る ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 第 ２ の 実 施 形
態 で は 、 小 型 の 油 圧 シ ョ ベ ル Ａ の ア ー ム ２ の 先 端 部 に ア タ ッ チ メ ン ト と し て の 転 圧 機 Ｃ を
取 付 け て い る 点 で 第 １ の 実 施 形 態 で 示 す ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 と 相 違 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の た め 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 の 部 品 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ア タ ッ チ メ ン ト と し て の 転 圧 機 Ｃ は 、 ケ ー シ ン グ ５ ０ と 、 そ の ケ ー シ ン グ ５ ０ を 弾 性 支 持

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-52280 A 2004.2.19



す る ブ ラ ケ ッ ト ５ １ を 有 し 、 前 記 ケ ー シ ン グ ５ ０ の 内 部 に 組 込 ま れ た 図 示 省 略 の 振 動 発 生
装 置 を 作 動 さ せ て ケ ー シ ン グ ５ ０ の 下 部 に 設 け ら れ た 転 圧 板 ５ ２ を 振 動 さ せ る よ う に し て
い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ こ で 、 ケ ー シ ン グ ５ ０ の 上 部 に は 対 向 一 対 の 連 結 板 ５ ３ が 取 付 け ら れ 、 そ の 連 結 板 ５ ３
が ア ー ム ピ ン １ ０ お よ び ブ ラ ケ ッ ト ピ ン １ １ を 介 し て 油 圧 シ ョ ベ ル Ａ の ア ー ム ２ の 先 端 部
お よ び 二 接 リ ン ク ８ の 他 端 部 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 転 圧 板 ５ ２ の 中 心 を 通 っ て 転 圧 板 ５
２ に 直 交 す る 直 線 と ほ ぼ 一 致 す る 位 置 に 転 圧 機 Ｃ の 重 心 お よ び ア ー ム ピ ン １ ０ が 配 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
上 記 の 構 成 か ら 成 る ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 に お い て は 、 転 圧 機 Ｃ の 転 圧 板 ５ ２ の 下 面 が 転 圧
面 に 全 面 接 触 す る よ う 転 圧 機 Ｃ の 姿 勢 を 調 整 し た の ち 、 振 動 発 生 装 置 を 作 動 さ せ 、 振 動 力
が 付 与 さ れ る 転 圧 板 ５ ２ に よ っ て 転 圧 面 を 転 圧 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
例 え ば 、 図 ５ （ Ｉ ） に 示 す よ う な 法 面 Ｄ の 転 圧 に 際 し 、 転 圧 機 Ｃ の 姿 勢 調 整 に 際 し て は 、
バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ を 負 荷 状 態 と し ア ー ム ピ ン １ ０ を 中 心 と す る 転 圧 機 Ｃ の 揺 動 を 阻 止 す
る 状 態 に お い て 、 ブ ー ム １ お よ び ア ー ム ２ を 揺 動 さ せ て 法 面 Ｄ に 転 圧 板 ５ ２ を 接 触 さ せ る
。
【 ０ ０ ５ １ 】
転 圧 板 ５ ２ が 法 面 Ｄ に 全 面 接 触 す る 場 合 は 、 そ の 状 態 で 転 圧 作 業 を 行 う が 、 ブ ー ム １ お よ
び ア ー ム ２ の 揺 動 の み で は 転 圧 板 ５ ２ の 全 面 が 法 面 Ｄ に 接 触 す る こ と は 殆 ど な く 、 図 ５ （
Ｉ ） に 示 す よ う に 、 転 圧 板 ５ ２ の 一 部 が 法 面 Ｄ に 接 触 さ れ る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ の 場 合 、 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ を 無 負 荷 状 態 に 切 換 え た の ち 、 ブ ー ム １ あ る い は ア ー ム ２
を 揺 動 さ せ て 転 圧 機 Ｃ を 法 面 Ｄ に 押 し 付 け る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
上 記 の よ う な 操 作 に お い て 、 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ を 無 負 荷 状 態 に 切 換 え る と 、 転 圧 機 Ｃ は
ア ー ム ピ ン １ ０ を 中 心 と し て 揺 動 自 在 と な り 、 そ の 状 態 で 転 圧 機 Ｃ を 法 面 Ｄ に 押 し 付 け る
こ と に よ り 、 ア ー ム ピ ン １ ０ を 中 心 に し て 転 圧 機 Ｃ が 揺 動 し て 、 図 ５ （ Ｉ Ｉ ） に 示 す よ う
に 、 転 圧 板 ５ ２ が 法 面 Ｄ に 全 面 接 触 す る こ と に な り 、 転 圧 機 Ｃ を 適 切 な 作 業 姿 勢 に き わ め
て 簡 単 に 姿 勢 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
な お 、 水 平 面 に 対 す る 転 圧 機 Ｃ の 姿 勢 調 整 に 際 し て は 、 ア ー ム １ の 先 端 部 下 方 に 転 圧 機 Ｃ
が 配 置 さ れ る 状 態 で バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ を 無 負 荷 状 態 に 切 換 え る 。 そ の 切 換 え に よ り 、 転
圧 機 Ｃ の 重 心 が ア ー ム ピ ン １ ０ を 通 る 鉛 直 線 か ら 左 右 に オ フ セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 転 圧
機 Ｃ に 回 転 モ ー メ ン ト が 作 用 し て 、 上 記 鉛 直 線 上 に 重 心 が 一 致 す る 位 置 ま で 転 圧 機 Ｃ が 揺
動 し 、 転 圧 板 ５ ２ が ほ ぼ 水 平 の 状 態 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
そ こ で 、 ブ ー ム １ あ る い は ア ー ム ２ を 揺 動 さ せ て 転 圧 機 Ｃ の 転 圧 板 ５ ２ を 水 平 面 に 押 し 付
け る こ と に よ り 、 転 圧 板 ５ ２ は 水 平 面 に 全 面 接 触 し 、 転 圧 機 Ｃ を き わ め て 容 易 に 姿 勢 調 整
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
転 圧 機 Ｃ の 姿 勢 調 整 後 は 、 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ９ を 負 荷 状 態 に 切 換 え て 転 圧 板 ５ ２ を 転 圧 面
に ほ ぼ 平 行 す る 状 態 に 保 持 し て 転 圧 作 業 を 行 う よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
実 施 の 形 態 で は 、 ア タ ッ チ メ ン ト と し て ブ レ ー カ Ｂ お よ び 転 圧 機 Ｃ を 示 し た が 、 ア タ ッ チ
メ ン ト は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 杭 の 上 部 を 保 持 す る ホ ル ダ に 振 動 を
与 え て 杭 を 打 込 む よ う に し た 杭 打 ち 機 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
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以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に お い て は 、 揺 動 用 シ リ ン ダ を 無 負 荷 状 態 に 切 換 え る こ と に よ っ
て ア ー ム の 先 端 部 に 連 結 さ れ た ア タ ッ チ メ ン ト は 揺 動 可 能 な 状 態 と さ れ る た め 、 ア タ ッ チ
メ ン ト を 適 切 な 作 業 姿 勢 に 簡 単 に 、 短 時 間 で 姿 勢 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ま た 、 ア タ ッ チ メ ン ト が ブ レ ー カ の 場 合 、 チ ゼ ル と 同 軸 上 に シ リ ン ダ を 常 に 保 持 す る こ と
が で き る た め 、 シ リ ン ダ 内 に 組 み 込 ま れ た ピ ス ト ン に よ っ て チ ゼ ル を 確 実 に 軸 方 向 に 打 撃
す る こ と が で き 、 被 破 砕 物 を き わ め て 効 果 的 に 破 砕 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
さ ら に 、 シ リ ン ダ と チ ゼ ル は 常 に 同 軸 上 に 保 持 さ れ る た め 、 ピ ス ト ン が チ ゼ ル を 打 撃 す る
際 に チ ゼ ル に 曲 げ 応 力 が 負 荷 さ れ る こ と が な く 、 チ ゼ ル に 曲 が り が 生 じ た り 、 折 損 し た り
す る の を 防 止 す る こ と が で き る と 共 に 、 シ リ ン ダ と チ ゼ ル の 摺 動 面 に 偏 摩 耗 が 生 じ た り 、
焼 付 き が 生 じ た り す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ま た 、 揺 動 用 シ リ ン ダ を 無 負 荷 状 態 に 切 換 え た と き 、 そ の 揺 動 用 シ リ ン ダ の ピ ス ト ン 前 室
お よ び ピ ス ト ン 後 室 の 圧 油 を 絞 り に よ り 流 量 を 絞 っ て タ ン ク に 戻 す よ う に し た の で 、 ブ レ
ー カ 等 の ア タ ッ チ メ ン ト が 鉛 直 状 態 に 急 激 に 戻 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の た
め 、 ア ー ム と ア タ ッ チ メ ン ト の 連 結 部 等 の 破 損 防 止 に 効 果 を 挙 げ る こ と が で き る と 共 に 、
ア タ ッ チ メ ン ト を 鉛 直 状 態 か ら 傾 け る 場 合 に お い て も 低 速 度 で 姿 勢 を 変 更 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に 係 る ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図
【 図 ２ 】 （ Ｉ ） は 図 １ の ブ レ ー カ 取 付 け 部 を 拡 大 し て 示 す 正 面 図 、 （ Ｉ Ｉ ） は 側 面 図
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す バ ケ ッ ト シ リ ン ダ の 油 圧 回 路 図
【 図 ４ 】 被 破 砕 物 の 破 砕 開 始 前 の 状 態 を 示 す 正 面 図
【 図 ５ 】 こ の 発 明 に 係 る ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ｉ ） は 転 圧 機 の
姿 勢 調 整 前 の 状 態 を 示 す 正 面 図 、 （ Ｉ Ｉ ） は 姿 勢 調 整 後 の 状 態 を 示 す 正 面 図
【 図 ６ 】 従 来 の ア タ ッ チ メ ン ト 装 置 を 示 す 正 面 図
【 符 号 の 説 明 】
Ａ 　 油 圧 シ ョ ベ ル （ 建 設 機 械 ）
Ｂ 　 ブ レ ー カ
Ｃ 　 転 圧 機
２ 　 ア ー ム
９ 　 バ ケ ッ ト シ リ ン ダ （ 揺 動 用 シ リ ン ダ ）
９ ａ 　 ピ ス ト ン 前 室
９ ｂ 　 ピ ス ト ン 後 室
４ ８ ａ 　 第 １ 油 路
４ ８ ｂ 　 第 ２ 油 路
４ ９ 　 切 換 え バ ル ブ
Ｖ ２ 　 、 Ｖ ４ 　 　 可 変 絞 り （ 絞 り ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(9) JP 2004-52280 A 2004.2.19



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(10) JP 2004-52280 A 2004.2.19



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 3H089 AA60  BB15  CC01  DA02  DA07  DB13  DB33  DB46  DB48  EE22
　　　　 　　        EE31  GG02  JJ02

(11) JP 2004-52280 A 2004.2.19


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

